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本 の 糸からはじまる物語｣

織物は古代から世界中で実用性､ 記録､ 美的追求として作られています｡ また織る行為は
様々な神話で人生のメタ フ ァ ー

( 隠喩) として使われています｡

思い起こせば生まれて最初に触れる素材も布であり生活に欠かすことのできない素材です｡
多くの織物は縦糸と横糸で出来ています｡ 今回の裂き織リブロジ工 ク トは縦に張っ た糸に
切 っ た布を横糸として織り込み制作を続けています｡ 時間をかけて少しずつ下面から成長

する裂き織布は予想もし凱 ､形 ､ 色彩が生まれます｡

1/1 3 ( 土) ･ 1 4 ( 日)
A M 1 2 時 ～ P M 7 時 A M 1 0 時 ～ P M 6 時

せんだいメディアテ ー ク
1 F オ ー プンス ク エ ア
〒980-0 8 21 仙台市青菜区春 日町2 - 1

T E L : 0 2 2- 7 1 3- 3 1 71

◎ ワ ー クシ ョップ開催時間
1/1 3(土) p M l 時 ～ P M 3 時
1/ 1 4( 日) A M l O 時 ～ P M 3 時

(参加費無料 ､

一

日先着1 00 名)

1/1 8 (木) ～ 2 1 ( 日)
A M l O 時 ～ P M 6 時(最終日P

.
M 4 時迄)

東京学芸大学
美術棟ギャ ラ リ ー

〒184-8 5 01 東京都小金井市貫井北町4-1 - 1

TE L : 0 4 2
-

3 2 9- 75 8 9 (花澤研究室)

◎ワ ー クショップ開催時間
1 /1 8(木) ～ 2 1 日( 日) A M 1 1 時 ～ P M 3 時

(参 加費無料､
一

日先着1 00 名)

S O A T の想い
■

3 ･ 11 から6 年､ 時の経過ごとに度重なる移住や復興工事の

長期化などで地域の抱えてい るストレス､ コミュ ニ ティ問題

などの変化により支援のニ ー

ズも変わっ てきてい ます｡

本事業では､ ア ー

トワ
ー

クショ ップの開催によっ て地域の

皆さんが楽しく世代に関わらず
一

緒になっ て ､ いつ までも

希望を持っ て活躍できる環境作りを行いたい ｡
｢被災者の生きがい作り｣ ｢被災者の心のケア｣ ｢地域

コミュ ニ ティ作り｣ ｢農災の風化防止｣ ｢伝承文化の継承｣

｢支援者支援｣ に繋げたい ｡ その想いを大切に してい ます｡

復興庁H 2 9 年度 ｢心の復興｣ 軍業被災者支援事業計画

1/26 (金) ～ 2/4 ( 日)
A M l O 時 ～ P M 9 時

ラ ラガ ー デ ン長町
1 F ひ かりの 広場

〒98 2-0 0 = 仙台市太白区長町フ｣ 20 ｢ 5
T E L : 0 2 2- 3 9 9 -

7 7 0 0

展示 * 内容

活動パネル ･

写真

共同制作オブジ工 ･

作品

無料ワークシ ョ ップ開催
(対象 : 子どもから大人まで)

◎ワ ー クショップ開催時間(裂き織り体験 の み)
l/ 2 7(土)

､
2 8( 日) ①A M1 0 時半 ②p M1 3 時半

(参加費無料､ 各日先着30 名)

ワ ー ク シ ョ ッ プ開催
会場では (心をつ なぐメッセ ー

ジ〉 や く裂き織り体験〉 ワ ー クショ ッ プを行い ます｡
どち らも岩手､ 宮城､ 福島の方々の使用した糸､ 布を使用 します｡
皆きんの作っ た作品は ｢ みの｣ に繋がり､ 作品は日々成長してい きます｡

《心 をつ なぐメ ッ セ ー ジ》
ー
/ 様々な布を選んで自由な形に切り取りメッ セ ー ジや ドロ ー

イン グをマ ジッ クで

描きます｡ それを展示の ｢みの｣ 作品内側に安全ピンで取り付けてい きます｡

《裂き織り体験》
岩手､ 宮城､ 福島の方 々と同じように簡易はたおり機で裂き織りを

体験します｡ 布を選んで練糸作りからの制作もできます｡ 出来た裂き織りは

持ち帰りも可能ですが､ 展示の ｢みの｣ 作品に繋ぐ事もできます｡

【参 加 団 体】岩 手県 : 小本い きがい くら鼠 特定非営利活動法人つ どい ･ 大槌こども夢ハ ウス / 宮城県 : 石巻市北上子育て支援センタ ー ･ 相川保育所 ､ 石巻市河面子育て支援センタ
ー

･ パ フラ ､
石巻市波波子育て支援センタ ー

､ 石巻地域若者サポ ー トステ ー ション(特定非営利活動法人ワ
ー

カーズコ 一

刀/ 福島県 : 特定非営利活動法人 みんぶく､ 川内村数否委員会 ､ 浪江町コ スモスふれ 執 ､ センタ ー

【協力 ･ 協琵】 東京学芸大 学花渾研究室､ 株式会社アクタス ､ ララガーデン長町 ､ H 29 年慶被災者支援コーディネ ー ト事業 (復興庁)

【名 蔵 後援】 吉城鼠 仙台市､ 公益財団法人宮城県文化振興財臥 N H K 仙台放送局､ ¶氾東北放送､
… B 東日本放送､ ミヤギテレビ､ 仙台放送､ 河北新朝 社､ 朝日新馴山台総局 ､ 読売新聞東北総局 ､ 岩手日報社､

竜馬属友新聞社､ 福島民報社､ 福島テ レビ ､ 山形新聞 ･ 山形放送､ 毎日新聞仙台支局

【主 催】 特定非営利 活動法人 東北の造形作家を支捜する会 (略称 : S O A T)

亀◎ 醜 制動 蜘 癌虚陵辱専管尋藍盈魯園鞄盈』亀醐伊◎態太守菅◎



｢ み の｣ 共同制作 & に じい ろばれ っ とワ
ー ク シ ョ ッ プ 参加団体の ご紹介

宮城県

石巻市北 上子育て支援セ ン タ ー ･ 相川保育所

壊滅的な被蕃を受けた北上地区｡ 高台に

建設され3 .1 1 の翌月4 月に開所予定だっ た

施設は被害を免れ半年間避難所となっ て

いました｡ 現在は保育所の子どもたち ､

子育て支援センタ
ー

を利用するお母さん

と未就学児が､ 浜っ 子パ ワ
ー で元気に

活動してい ます ｡

石 巻市渡波子育て支援セ ンター

復興公営住宅等が新しく整備された

地域で ､ 子育て を頑張るお母さんと

未ま学児をサポートして い ます｡
利用者が気軽に交流

■ 相談できる

雰囲気で ､ 物作りを通して 新たな

コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンも生まれま した｡

石 巻地域若者サポ ー トス テーシ ョ ン

(特定非営利活動法人 ワ ー カ ー ズ コ
ー プ)

石巻地域の著者の自立と就労支援を

行っ て います｡ ともに働き ､ ともに

生きる
､
地域を作る ｡ 協同労働｡

生活のト
ー

タルを支えあう仕事おこ し

とまちづくり｡ 新しい地域福祉､ 働く

をコ
ー

ディネ
ー

トしていきます｡

福島県

′

浪江町交流館 コ ス モ ス ふれあし＼セ ンタ
ー

未だ帰還困難区域の残る浪江町から

避難してい る住民の 交流
･

顆儀を

目的として 平成2 7 年に 開設され､

サ
ー

クル等の活動を通して生きがい

作りやコ ミ ュ ニ ティの場作りを行っ

ています｡ 物作りが得意な女性達が

集い ､ 布や粘土などを使っ て 様々 な

作品に取り組ん でいます｡
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｢ み の｣ 作 品 コ ン セ プ ト

みの
･ 蓑は苦から各地で身近 にある自然素材を編むことで作られ環境から

暖かく身を守ります｡ 岩手 ､ 宮城 ､ 福畠の方々の作 っ た一つ 一 つ の裂き織

布は皆で話し合 い繋ぎ縫い 合せて ｢ みの｣ 作品となっ ています｡ 織る ､ 縫う

活動凌共に行う事は其々の地域で制作した人々の 時間､ 経験を暖か く包み

記憶します｡ (デザイン : クリステ ィ
ー ヌ ･ プレ)

｢ み の｣ 共 同制作

≪岩手みの≫ 小本い きがい くらぶ､ 大槌こども夢ハ ウス

≪宮城みの≫ 石巻市北上子育て支援センタ
ー ･

相川保育所､ 石巻市波波子育て

支援センタ
ー

､ 石巻地域若者サポ ー

トステ
ー ショ ン

≪福島みの ≫ 郡山市
･

本宮市 復興 公営住宅の 皆富ん

≪川内みの ≫ 川内村の皆さん
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せ ん だいメディアテーク
〒9 8 0- 0 8 2 1 仙台市膏薬区春日町2- 1
T E L : 0 2 2-7 1 3- 3 1 7 Ⅰ
･ 仙台駅より約2 0分
･ 地下鉄南北線勾当台公匪駅下車 ｢公園2｣ 出口から徒歩6 分
･ 仙台市営バ ス ｢ 定禅寺連帯役所前経由交通局大学病院｣ 行き

約1 0 分､ メディ アチ
ー

ク南下車

岩手県

小本 いきが いくらぶ

東日本大蛋災の地叢 ･ 津波で甚大な被筈を

受け､ 少子高齢化が進ん でい る岩泉町小本

地区｡ 地元の自治体を中心に物作りや運動

など様々な活動を通して ､ 住民の健康作り

とコ ミュ ニ テ ィ作りを行っ ています｡

大槌 こ ども 夢 ハ ウ ス (特 定非営利活動法人 つ どい)

地域コ ミ ュ ニテ ィに開かれた ｢喝｣ ｢居場所｣

を昏Jり､ 地域を活性化をサポ
ー

トしています｡

子どもたち
～

高齢者 ､ 多様な地域の人々が

集まり､ 効き出す仕組み を作り出すため､

遊びや興味等をきっ かけとして自己のもて る

力や住民活動の創出を行っ て い ます｡

石巻市河南子育て支援セ ンタ
ー

･ パ ブラ

福島県

多くのボランティアと共に子育ての

サロ ンやサ
ー

クル支援などの活動を

行っ て い ます｡ 未だ仮設住宅が残る

環境の中､ 多くの地区から集まる

利用者の 為に ､ 物作りなど新しい

企画にも積極的に取り組んでいます｡

郡山市 ･ 本宮市 復興公営住宅

(特定非営利活動法 人 み ん ぷく)

震災と原発事故被亭による避難者を支援する

N P O 法人みんぷくは､ 復興公営住宅を中心と

する生活拠点のコ ミュ ニテ ィ形成支援を行っ て

います｡ 大熊町､ 双葉町､ 富岡町 ､ 浪江町等の

原発事故被蕃地域からの避難者が多い郡山市
･

本宮市の復興公営住宅の皆さんが参加しました｡

福島県

Jl=内村コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ
ー / なか よ し館

協力ア ー

テ ィ ス ト

C h r 庇in e P e】Ⅰ占 ク リステ ィーヌ
･ プ レ (美彿家)

フラン ス生まれ｡ 1 9 9 2年 パ リ ソルポ ン ヌ大学大学院

芸術学科修士課程修了｡ 2 0 0 0 年東京董循大学大学院

美 術研究科博士課程修了 博士号取得 ｡ 現在浦和大学

非常勤詣師｡ 国内外で個展 ､ グル
ー

プ展多く の展示を

行い ､ 多く の 舞台美術を辛がける ｡ また創作活動を

通 したワ
ー

クシ ョ ッ プ活動を多数実施 ｡
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題JR 中央線

東 京学芸大学

〒Ⅰ8 4-8 5 0 1 東京都小金井市貫井北町4 - 1- I
T E L : 0 4 2- 3 2 9 て 5 8 9 (花渾研究室)
･ JR 武蔵小金井駅 t 北 口より京王バ ス東軍､

｢ 小平団地｣ 行に薬草､ 約1 0 分 ｢ 学芸大正 門｣ 下車
｢ 中大循環｣ に乗車､ 約王0 分 ｢ 学芸大東門｣ 下車

･ JR 国分寺駅より銀河鉄道バ ス 束帯
｢ 小平駅南口｣ 行に乗車､ 約1 0 分 ｢ 学芸大学｣ 下革

･ 西武新宿線小平駅南口より銀河鉄道バ ス乗革
｢国分寺駅入口｣ 行 に乗車､ 約1 5 分 ｢ 学芸大学｣ 下車

自然豊かな川内村は平成2 3 年9 月以降に緊急時

避難準備区域が解除され 平成2 4 年1 月に帰村

宣言 ､ 同年3 月に役場を村に戻し帰村を始めま

した｡ 平成2 8 年6 月に避難指示が全域解除になり

現在の全体帰還率は震災前の8 割に 回復している

ものの ､ 少子高齢化やコ ミ ュ ニ ティ形成､ 自然

環境 への 制限など課題が残っ ています｡

H a n a z a w ;ヨ Y o ta 花澤洋太 (美禰家)

東京都生まれ ｡ 1 9 9 3年 東京彗術大学大学院美術研究科

修士課程粍7 ｡ 1 99 6 年 東京彗術大学大学院美術研究科

博士課程満期退学 ｡ 現在 東京学芸大学 芸術
･ ス ポ ー

ツ

学系美術
･ 書道謂盛 業術分野 美術科教室 准教授｡ 個展 ､

グループ展多くの展示 を行う ｡ また創作活動を通した
ワ ー クシ ョ ッ プ活動を多数実施 ｡ 3 .1 1 以降 ､

SO A T と

共に被災地におい てワークシ ョ ップ活助を継統｡

ララガ
ー

デン長町

〒9 8 2- 0 0 1 1 仙台市太白区長町7
→ 2 0- 5

T EL : 0 2 Z-3 9 9-7 7 0 0
･

仙台市営地下鉄南北線 ｢ 長町南駅｣ 砥綜
･ JR ｢長町駅｣ 下車 徒歩9 分
･ 仙台市営バ ス ･ 宮城交通路線バ ス

｢ 長町両駅
･

太白区役所前｣ 下草




